
秋田駅構内金照寺架遥橋新設工率について

cm以上離すこととした｡また,コール ドジョイン ト

はジョイントヒータとタンパにより入念に処理 し,

爽空試験を行いなが ら完全なもの とした｡
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秋fwH駅構内金照寺踏切の交通渋滞がはなはだ Lくなっ

たため,金照等踏切を立体交差化することとな り,地下

道形式を採用 した｡

地下道部分の工事は秋fH鉄道管fFf挿'),アプローチ部分

は秋田市の発注である｡

1.工事概要

工事範囲約314mのうち,地下道施工部分は44mで,

羽越本線,奥羽本線等9線の線路下を通 り,地下道本体

は鉄筋コンクリー ト構嵐 車道幅12.5mで両側に幅2.25

mの歩道 を有 し,高さは5.8mである｡また,アプロー

チ部270mはL型擁壁,重力式擁 壁である｡

2.工法の検討

工法の選択にあた り,以下のことを考慮 した｡

1 7-′＼イ/I

図-1 縦断図(PSA工法)

(1)取付遠路勾配により,ラーメン躯体の高さは制限

を受け,線路F.Lか ら躯体天端 まで95cmしかない｡

(2)施工地点の-鋸 豊上にシーサスクロッシングを含む

分岐器が多 く,軌道 ぐるいを極力おさえなければな

らない｡

(3)新設地下道断面内にある既設地下道の撤去が,可

能な工法であること｡

(4)現場の土質が軟弱(導坑支持層で qu-0.45kgf/cm2,
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N値-4)であ り,掘削時に軌道沈下を防lげ ､きる

:"1二法であること｡

(5)軌道上は電化されているので,軌道上での杭打を

伴わない二日去であること｡

(6)既設地下道は二三薄夏通学路 となってお り∴ 二l二事期間

中 も通行止をしないで施工できる工法であること｡

(7)地下水の汲み上げによる何党の地盤沈 Fの毎をZ準が

ない工法であること｡

(8)市街地内なので,何党住民か ら騒音,振動等の公

宵捌背のでない1二法であること｡

以 卜の条件を考慮 Lて,メッセル ･ア-マ一二日去が採

用された｡

3.施工上の問題点 と対応策

(1) 2.(1)の矧侶二より,ア-マ-パイプ]主人高さは

道床 と路盤の境になったO土被 りがこれ番l:_少ない施

工例はこれまでにな く,軌道に与えるi;'!･甥賢が心配さ

れたが,圧入時の軌道検測 とr†澗 検測礼 (到達地点

までの間に5ヶ所)による検測により,オーガヘ ッ

ド位鼠 圧入速度の検討を重ね,軌道-の影響は列

車通過に支障のない程度でおさえられた｡

(2)導拐諏滑りに先行 Lで,切羽部の地類監近持力不足に

対処するため,導坑下部へ水平C.C.Pによる地盤

改良を行い,鋼枠シール ドを索引し,後方で支保工

姓込みを行 うプ-1)ング ･シール ド･ア-マナ工法

(略称でP.S.A工法 と命名)を採用し,かなりの軟

弱地盤にもかかわらず,安全に,かつ短期間で導坑

掘削を行うことがで きた｡

(3)外 車荷桑を受ける支持杭は,導坑内で作業のでき

る場何首Jーち杭 とLて,H鋼建込みによるBH工法を

採用 した｡被圧地下水か じ､配されたが,導坑下面が

地 卜水位で,かろうじて施_一二可能であった｡(施｣二後,

載荷試験を行ったが,設計支持力以上であった)

(4)既設地下道のスラフ7.-チ;さが,ア-マ-パイプ圧入

高さと同レベルで,パイプ圧入が不可能なため,コ

ンクリー トスラブをBH杭で受 ける方法をとり,既

設地下道内でBH杭を施工 し,スラブ Fに鋼製井桁

を組み,それをBH杭で支持 した｡

(5)また,既設地下道曲線部においでは,スラブがさ

らに小段低 くなっているため,パイフで 受けること

がで きず,H鋼の敷桁を圧入し,これをBH杭で受

けるプJ'法を採用 Lたo

(6)組洛下2次掘削に伴なう側面土留にはBH杭によ

る連続柱列杭を採用 したが,止水性は悪 く,杭間背

面に止水薬注工 を行った｡
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施工順序図
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秋田駅構内金照寺架道橋新設工事について
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ィ)既設地下主登内盤下げ後, BH坑施工 し書既設 スラブを受ける(タスコン袋書芸モル タル) イ

E3)既設地下通橋 台バラペ ソト取 り壊 し胤 ア-マ-パイプ圧入 口

図-2 施工順序図 /:

側壁問詰 コンクリ- 卜,上床版問詰モルタル手了設

歩道郡埋設管の布誇.及びi望戻 し舗装

章達郎鵠蓑,電気設備

内部仕上げ



中折式シール ド機による急曲線部(r-30m)のブラインド推進

(7)ア-マ-パイプと新設カルバー トスラブ天端 との

空隙は,従来の方法では不可能で,初めに鉄筋を組

み (パイプに吊る)次に型枠を支保工で支えた｡コ

ンク･リー ト打設はあらかじめ圧送パイプを配管して

おき,これにポンプ車からのホースを継ぎ圧送 した｡

スラブ天織 厚さの確認は直接人間が目で確認でき

ない所もあり,スラブ天線位置にコンクリー ト検知

器を取 り付け管理したO

(8)工事期間中も交通確保のため,既設地下道取 り壊

し時点からは,現場内通行用の鋼製の仮設地下道を

設け,工事進捗状況により,これも何度か移動せざ

るをえなく,∵般通行人への安全対策には,細心の

注意であたったO

写真-1 明田地下道完成後

P.S.A工法は,安全性,切羽環境,施工精度等に利点

があり,軟弱地盤での導坑掘削には,かなりの成果が期
待できる｡

■抄 録

申折式シールド橡による
急曲線部(r=30m)の
ブラインド推進

石本 紀-* 山本 政義**

鈴木 久一***

東京都rF水道局発注の加平北雨水幹線その1工事にお

いて,路線の一部に曲率半径r-30mの急か]線部があっ

た｡検討の結果,中折式シールド機を採用しブラインド

推進した｡
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1.地質

シール ドの通過地層は,図-1の様に下部有楽町層

(Y且)で,地質特性は次のとおりである｡有楽町層の上

部2-3mは,略灰色の砂質シルトからなり,上部層と

の漸移部である｡それ以深は,貝殻混り,O晴灰色シルト

からなり,厚さは14m以上である｡N値は,0-1を示

しており極めて軟弱である0

2.中祈式シール ド機械

対象地盤が全体的に軟弱な地層であり,切羽で清動化

し易い性状を持っていること,また,従来のブラインド

シールド機による施二日列が無いことと,余掘量が (曲線

のため)多くなり地盤沈下の大きな要因になることから,

機種はシールド機本体が油圧作動により屈曲綱 旨なl仲-r

式とした｡

採用した中折式シールド機は,機体を前部,後部の2

節分割にし,線形の曲率に応じて屈曲させ,機械を紬 デ

易くしたものである｡前,後部の結合は,従来の中折式

のユニヴアーサル型と異り,上下2点をピン結合とし,

左右方向にのみ屈曲できる様にした｡これは,屈曲方向

を単純化することによりジョイント部の目づまり等のト

ラブルを少なくしようとしたものである｡従って,機械

のローリングには特に注意する必要があり,スタビライ

ザの取付位置を推進による地山の乱れの少ない,45度の

緩み線以 下とした｡

r-30mの曲線部における所要余掘量を計算すると,

8-00即ち直線聖シールド機の場合,200mm近い値 となる

のに対し,今回の中折式シールド機の屈曲限界の0-

4.250では,約20mmと極めて低い数値 となる｡

3.施工状況

急曲線部施工は,全数336R (リング)のうち213R

～311Rまでの99Rである｡使用セグメントは両テーパ

の異形 (B450, .26T26) とした｡この間の平均推九

開口率は表-2のとおりであった｡曲線部に入ってから

はセグメントに与える影響を考慮し,開口部を大きく(60

cmx60cm)し,推力をfげるようにしたO

中折式ジャッキの使用については,推進しながら徐々

に屈曲させ,測量の結果 β-2Oでシールド機がr-30m

の軌跡を描いたが,これ以上屈曲させると曲がり過ぎる

関東(支)足立(也)所長
関東(支)足立(也)係長
関東(支)足立(出)


